






 要約：平成 8 年度に試行した小児慢性特定疾患治療研究事業の医療意見書を一部改編し

て、昨年と同じ宮崎県の主要な３医療機関において使用して、記載のしやすさ、検査項目

等の記載事項の検討を行った。平成９年７月から８月の２か月間に４３件の医療意見書が

出された。記載のしやすさでは昨年同様に「見やすレルイアウトにする」の意見が多く、

また、記載事項では「診断基準または認定基準を設定すぺき」、検査値の基準値が欲しい」、

「１疾患 1様式にできないか」などが主な意見であった。昨年の試行を踏まえて、平成１

０年度からの全国導入が行われることとなった。


